
4 1丹寿の風 第8号 丹寿の風 第8号

Topics
施設の話題

 例年、地域の皆様方との交流を目的として「地域ふれあいの集い」を関係ボランティアの方
の協力を得ながら開催しています。平成26年度は、当地域を襲った８月の豪雨災害により地
域の様々のイベントが復旧作業との兼ね合いから中止(延期)となる中、「地域ふれあいの集
い」も規模を縮小し、利用者様と職員の参加による「会食と演芸の集い」として、平成26年
１０月１８日(日)に開催しました。当日は各ユニットから嗜好をこらした演し物が飛び出した
り、職員による演し物により楽しいひとときをすごしました。
　また、１２月２日(火)には師走恒例の餅つき大会を介護者教育室で開催しました。利用者
様にとっては師走の風物詩として定着しており、会場には餅つきが始まる前から多くの利用
者様が続々と集まってこられ、餅米を蒸す熱気と相まって暖房がいらない程の熱気につつま
れました。
　季節を感じる行事を、今後も利用者様の希望に沿った行事を計画していきたいと思います。

　丹寿荘南側の芝生広場に、しだれ桜を植樹しま
した。
 丹寿荘運営推進委員の方々と多くの利用者に参
加していただき、楽しい植樹式となりました。
　桜は側を通る国道175号線からも見える場所
にあり、春には、施設はもちろん行き交う人たち
の目を楽しませるシンボルツリーとなるよう大切
に育てていきたいと思います。

題字 : 丹寿荘（特養）利用者 様

発行日 平成27年3月発行

発行者 社会福祉法人
兵庫県社会福祉事業団 丹寿荘
兵庫県丹波市市島町上竹田2336-1

電　話
F A X

0 7 9 5 - 8 5 - 3 2 5 1
0 7 9 5 - 8 5 - 0 0 7 5

http://www.hwc.or.jp/tanju

施  設　の　行　事　紹　介

事業団設立50周年
記念植樹

　丹寿荘は、今年の５月で開設から39年が経過します。丹寿荘が39年もの永きにわたり円滑に運営できてい

ますのも、地域の皆様方のご支援とご理解があったからこそであると考えております。丹寿荘開設以来、地

域の皆様から様々なご協力とご支援を受けてきており、行事のお手伝いや介護支援など、毎年延べ千人を超

える皆さん方にご支援をいただいています。本当にありがとうございます。

　今後も、地域の皆様でボランティア活動をしていただける方のご協力を賜りたいと考えておりますので、

どうかよろしくお願い申し上げます。

　また、昨年８月に発生した丹波市豪雨災害におきましては、長期間断水となった地元市島町前山地区の皆

様方に何かお役に立てないかとの思いでデイサービスセンターに設置している浴室の夜間開放を行い、延べ

40人の皆様にご利用いただきました。丹寿荘でも豪雨災害の直後は、２日間断水となり、水の大切さを改め

て考えさせられました。長期間にわたり断水となった地域の皆様方は本当に大変だったと思います。

　今後も微力ではありますが地域住民の皆さんへ支援できることがあれば協力させていただきます。地域の

皆様には、丹寿荘のハード、ソフト両面とも地域の共有物としてとらえていただき、何かお困りのことやご

要望があればお気軽にお声かけいただきますようお願いします。

所 長 川　見　和　彦
丹寿荘は地域の共有物

ふれあいの集い

餅つき大会

温泉とうまいもんで

1泊2食￥6,300～

おもてなし！おもてなし！今が旬の『ホタルイカ!』●兵庫県知事感謝状

　　丹波市ボランティア協会 市島支部 

　　中澤　　敏（嘱託医師）

　　上田　明德（嘱託医師）

●理事長感謝状

　　ダンロップスポーツ株式会社 市島工場

●県社協会長表彰受賞

　　若森　   崇 （ＧＨ支援員）

　　鈴木　康夫（特養支援員）

●事業団１０年勤続表彰

　　梅谷　やよい（デイ准看護師）

おめでとうございます。おめでとうございます。
〔敬称略〕
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　デイサービスでは利用される皆様の希望を伺
いそれに応えられるような支援をしていきたい
と考えています。入浴や機能訓練、バランスの
取れた昼食を提供し、多くの方と交流のできる
場を創っています。「いきいきクラブ」では、音
楽療法や風船バレー、認知症予防ゲームスリー
Ａ等をしています。男性の方には麻雀や囲碁、
将棋も好評です。今年1月より地元・小谷製菓様
のご協力により売店を始めました。「孫の土産
に・・」と大盛況です。

第
高齢者セミナー

回6
支える側が支えられるとき

～認知症の母が教えてくれたこと～

講師

福 祉 サ ー ビ ス 第三者評価を受審しました

イサービス紹介デ

グ ループホーム紹介

利用者様のご要望に
　　合わせた楽しい時間を創出しています
利用者様のご要望に
　　合わせた楽しい時間を創出しています

 「グループホーム村いちばんの元気者」は「家
庭的な暮らし」「その人らしさ」「家族とのきず
な」「地域とのつながり」「安心・安全」の５つの
理念の下、18名の利用者様が家庭的な環境の中
で共同生活することにより、認知症になっても安
心、安定して生活できる場所を提供しています。
また、認知症ケアの拠点として、地域に開かれた
施設となるよう、小学校等への福祉教育など啓
発活動なども行っています。笑顔あふれる施設に
なるよう、日々支援しています。

　平成27年2月７日（土）に恒例の
第６回丹寿荘高齢者セミナーを開
催しました。
　今年度は施設内(介護者教育室)
での開催とし、会場のスペースとの
兼ね合いから受講人数を80名とし
ましたが、定員を上回る90余名の
方に受講いただきました。
　講師の藤川幸之助氏は、詩人・
児童文学作家として文筆活動に従
事されるかたわら、認知症を発症
されたお母様の介護を経験されて
います。当日は、その経験とともに自ら創作された詩の朗読を交え、心に響くお話を約２時間に
わたり伺いました。
　時にユーモアを交えながら、介護にあたるご家族の心情の機微に至るところまでお話いただ
き、受講された方の心にしみいったことと思います。
　折から、新オレンジプランの発表など、認知症の方を地域で支えていこうという方向性が示さ
れている中、丹波市内においても、その取り組みが活発化しようとしています。今回の講演会がそ
の一助となればと思います。

　丹寿荘では、平成26年度、特別養護老人
ホーム(短期入所を含む)、デイサービス、グ
ループホームにおいて｢福祉サービス第三者
評価｣を受審しました。
　第三者評価は、施設等で利用者様に提供
しているサービスを兵庫県が指定した調査機
関により、評価基準に基づき各項目毎に評価
し、サービスの質向上に結びつけていこうと
するものです。
　実施にあたり、特養・デイサービスは、｢Ｎ
ＰＯ法人播磨地域福祉サービス第三者評価
機構｣に調査を依頼し、グループホームについ
ては｢ＮＰＯ法人姫路市介護サービス第三者
評価機構｣にそれぞれ調査を依頼し、受審し
ました。
　その結果、特別養護老人ホームについて
は、①法人の理念や基本方針が、利用者支援
につながっていること　②利用者に分かりや
すい情報提供 ③利用者一人ひとりの歴史や、
生活様態に即した取り組み　以上３点が高
い評価をいただきました。逆に改善が必要な

点として、①職員研修計画の充実　②マニュ
アル活用システムの整理 ③ケアプランに合
わせたサービス実施計画の策定 以上の３点
が上げられました。
　デイサービスにおいては、①併設施設との
連携による充実した生活環境　②利用者の
意思に基づいた個別支援が高い評価をうけ
ました。改善が必要な点として、①職員個々
の研修計画の策定　 ②記録の標準化と情報
開示についての取り組み ③ケアプランに合
わせた通所介護計画の策定があがりまし
た。
　また、グループホームについては、①地域と
のつながり ②研修体制の充実 などが高い
評価を受けました。
　ともに、高い評価をいただいた項目につい
ては、さらなる充実をはかるとともに改善の
必要な項目については、施設をあげて改善に
取り組んでいくようにしていきたいと考えて
います。

売店は毎日
 大盛況!!

藤 川 幸之助 氏藤 川 幸之助 氏（詩人・児童文学作家）（詩人・児童文学作家）
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